
             特定事業者排出削減計画の進捗状況について 
            

                                                           

１ 平成 23 年度実績報告書の集計結果 

  

○ 平成 23 年度の合計排出量は 385.5 万トン-CO２で、基準年度排出量（平成 22 年度の

実績又は平成 20～22 年度の平均）の合計 404.4 万トン-CO２から 18.9 万トン-CO２削減 

 ○ 電力問題を背景とした省エネ機器の導入やエコオフィス活動など節電の取組の推進

に加え、景気回復の遅れも影響しているものと推察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    ※ 京都市内のみに事業所がある特定事業者(82 社)については京都市への報告値を合算 

 

 

２ 特定事業者排出量削減計画（第１計画期間）の進捗状況 

 

○ 削減率実績は計画期間における特定事業者の削減率の目標の平均(▲2.0％)を 2.7 ポ

イント上回る▲4.7％。計画期間における計画削減量も 9.6 万トン-CO２上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



kg-CO2/kWh kg-CO2/kWh 

事業者数 264 264 281 277 278 278 267
排出量：t-CO2 479.6 467.0 459.3 424.8 412.2 420.7 385.5
電力排出係数 0.294
H⑰年度比※ 1.000 0.974 0.958 0.932 0.904 0.923 0.905

0.378 0.338

３ 課題（事業者からの要望等） 

 

（１）第１計画期間中の削減状況を踏まえ、第２期計画期間（26 年度から 28 年度）に向け

て目標削減率等の見直しをどうすべきか。 

 

（２）第２期計画期間での CO2 排出量の基準値の設定は、第１計画期間（３年間）の削減結

果を踏まえるのではなく、当初の基準年度排出量（20～22 年度平均）に固定すべき。 

 

（３）建築物の増築に当たってトップランナー基準の高性能空調や LED 照明を導入した場

合には、当該建築物において更なる省エネ対策が難しくなる。評価指標を原単位とす

べき。 

 

（４）削減量にカウントできる再生可能エネルギー利用電力量については、余剰電力だけで

なく全量売電する電力量も認めるべき。 

 

 

 

【参考】 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 電力使用割合（H㉓実績：製造 35.8%、商サ 58.6%、運輸 35.3%）から電力使用量を算出し、 

電力排出係数で割り戻した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜制度概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


